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　1  アニメーションプロジェクト“anima”
1.1  展覧会の概要
　アニメーションプロジェクト“anima —めくり巡る、アニメーション”
は名古屋学芸大学メディア造形学部の3学科（映像メディア、デ
ザイン、ファッション造形）協働のプロジェクトで、展覧会としては
2009年9月9日（水）から9月13日（日）の5日間、午前10時から午
後6時（日曜日は午後5時）の時間帯において、名古屋市中区に
ある電気文化会館5F東西ギャラリーにて開催された。
1.2  プレスワーク制作の背景
　本展覧会の実施に伴い、デザイン学科からの代表として実行委
員会に属し、ポスター、DM（ダイレクトメール）、フライヤー、受付
サインといった広報ツール全般のディレクション＋制作をし、会場
においては各ブースへの設営を行った（写真1,2,3）。また、イベント
後には展覧会カタログの制作、編集を継続して担当している。
　2  プレスワークのデザイン
2.1  デザインのコンセプト
　プレスワークのメインビジュアルを考案するにあたり、展覧会の
サブタイトルである「めくり巡る、アニメーション」という言葉の意味
合いを考慮し、下記の3点をデザインのコンセプトとして挙げた。
　1. 循環性、永続性、無限性といった繰り返しの表現
　2. アニメーション、映像を連想させるエレメントの使用
　3. アナログ的モチーフとデジタル的モチーフの融合
　アニメーションの形式を示唆する「繰り返しの表現」は、メインビ
ジュアルに「円環」の形を取り入れる事で再現し、カラーリングは
映像システムを評価するための基準信号である「カラーバー」か
ら配色している。また、当初はデジタル的な要素だけで画面を構
成していたが、アニメーションの持つアナロジカルな側面を出す
ために、「めくる」ようなイメージでスリット入りの色紙を合成した。
2.2  各メディアでの展開
　制作を開始するにあたり、広報ツールとして様々なメディアで展
開する可能性がある事を考え、メインビジュアルの「円環」はどの
ような比率の画面であっても、レイアウトの収まりが良くなるよう、
縦・横で2分割、4分割にトリミングしても配置する事ができる仕様
を施した。また、どのパターンで切り分けてもメインビジュアルとし
ての役割を失わないように、各パーツごとでのオブジェクトのバラ
ンスや間隔を留意し、全体・個体に統合性が出るようにしている。
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